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薬草の活かし方 -葛根&金銀花-

葛根（カッコン）…マメ科（葛クズ）の塊根を葛根・
花を葛花（カッカ）という。山野に自生するつる
性多年草、秋の七草で有名

発汗・解熱・止渇・鎮痛《汗をかかせ、熱を下げ、
口渇をとり、痛みを鎮める》

●詳細
　葛根から造られる葛粉が本葛です。「白い金」
という別名の通り、本葛は100キロの葛の根か
らわずか７～10キロ程度しかとれません。澱
粉質の多い本葛はさまざまな食品にも使われ
ます。その中で代表的なものが葛切りですが、
最近はジャガイモの澱粉からつくられる葛切
りが多くなっています。
　葛の葉に含まれる「ヘリクロゲン」という葉
緑素は、貧血、健胃薬、便秘薬として効果があり
ます。
　その他成分として、「プエラリン」「ダイゼイン」
などのイソフラボンに富み、特にダイゼインに
は抗痙攣作用が認められるほか、脳および冠動
脈に対し、血流量を増加させる作用があります。
ダイゼインには、子宮重量を増加させる女性ホ
ルモン様の作用も認められます。

●使い方
・寒気の風邪や解熱には、葛粉小さじ１杯を目
安に梅醤番茶に溶いて服用。
・玄米粥をすすった後に服用し、布団をかぶっ
て休んでいると、汗をかきやすく解熱にもなる。
・下痢や腹痛には、熱い番茶に葛粉を溶き、生姜
汁を１～２滴、さらに少しの米飴を溶いて服用
する。
・肩こり、寝違え、五十肩には、漢方薬の葛根湯
が効果あり。
・冷え症、腰痛、関節痛には、先号で紹介した、杜
仲皮（とちゅうひ）・杜仲葉と併用すると効果あ
り。水500～800ccから作った杜仲茶に葛を溶
いて服用する。（杜仲皮・杜仲葉については先号
を参照）

金銀花（キンギンカ）…スイカズラ科スイカズ
ラの花。花を「金銀花」、茎葉を「忍冬（にんどう）」
という。

清熱涼血・解毒・消癰腫《血液中の熱を冷まし、
毒を解き、腫れ物・デキモノを消す》

●詳細
　スイカズラ（ニンドウ）の花は、4～5月頃の
開花期になるべく花蕾を摘み取り、日陰の風通
しのよい所で乾燥させます。これを生薬で、金
銀花といいます。また、葉は冬にも枯れず寒さ
に耐え忍ぶというので忍冬の名が付きました。
忍冬は、タンニンが比較的多く含まれ、消炎、鎮
痛、止血などの作用があります。
　民間療法では、解毒・利尿薬として腫れ物・瘡
（「悪瘡」カサ）・面疔（顔に出来る腫れ物）に利用
されてきました。
　金銀花の煎剤は、赤痢菌、結核菌、パラチフス
菌、α・β型連鎖球菌、肺炎双球菌、大腸菌、ビブ
リオ菌、ジフテリア菌、黄色ブドウ球菌等に明
らかな抑菌作用があります。

●使い方
・軽度の胃潰瘍の予防効果…金銀花5～15ｇを
水500ccで煎じて、約半量まで煮詰めたものを、
3回に分けて食間に服用します。
・口内炎、歯槽膿漏、風邪の予防…忍冬or金銀花
10～15gを500ccで5分煮詰め、さめた煎汁で
うがいする。
・腰痛や痔の痛み、湿疹、あせも、ただれ（皮膚を
整え、美肌効果）…忍冬50～100g程度を木綿
の袋に入れて、鍋であらかじめ煎じておく。そ
の煎じ液を袋とともに風呂に入れて入浴する。
・腫れ物…忍冬と金銀花5～15ｇを、400ccの
水で半量になるまで煎じ、1日3回、食後30分に
服用する。

予防に勝る治療なし予防に勝る治療なし
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新型肺炎ＳＡＲＳ、インフルエンザと騒がれる季節です。まず恐れる前に予防が大切です。
手洗い、うがい、マスクも大切ですが、何よりも休養。身体の休養もそうですが、内臓の休
養も忘れずに。お正月の飲食の不摂生は必ず内臓の疲れとなって身体に反映されます。痛
い痛い予防接種を打つ前に、内臓を休ませる「食養生」を心がけましょう。

　　　　　＊最適湯温：80度～90度
　　　　　　（底から大きな気泡が立ちはじめた状態）
＊茶葉の量：3g～5g（小さめの急須を使ってください）
＊湯　量：150cc
＊蒸らし時間：一煎目2～3分　二煎目3.5分

飲み方

金銀花茶


